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資料：福島県市町村別「お達者度」の算定について https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/21045a/otasshado.html

資料３

〇 お達者度 ： ６５歳の日常生活動作が自立している期間の平均。福島県が3年に1度算出・公表している。
６5歳時点での平均余命から、不健康な（要介護認定）期間の平均を差し引いた期間にあたる。
「お達者度 ＝ ６5歳時点の平均余命ー 不健康な期間の平均」

「データでみる福島市の健康」より一部抜粋

・福島市のお達者度は、令和元年までは大幅な延伸がみられたが、令和4年では男性が0.7年、女性が0.6年の減少となった。
・福島県、全国においても令和元年から横ばいまたは減少がみられるが、福島市は特に減少幅が大きい状況である。
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※

〇 標準化死亡比（SMR） ： 年齢構成の異なる地域間で、死亡状況を比較するための指標。
全国を基準（１００）とし、その地域でどれだけ死亡が起こりやすいかを表している。
１００より値が大きい（小さい）と、全国と比べて死亡が起こりやすい（にくい）と解釈できる。

※ くも膜下出血、脳内出血、脳梗塞、その他合算

資料：厚生労働省人口動態調査票及び推計人口より市で独自算出

・福島市の標準化死亡比（ＳＭＲ）は、死因別では「脳梗塞」の値が特に高い。
・「糖尿病」においても標準化死亡比（SMR）が高く、男女差がみられた。
・「急性心筋梗塞」の標準化死亡比（ＳＭＲ）は、全国基準よりわずかに低い。


